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地区協議会スケジュール

国際ロータリー第2760地区

2011年（平成23年）４月16日（土)　10：30～15：00
ウェスティンナゴヤキャッスル
知多ロータリークラブ

【受　　付】（9:30～10:20）

【午前の部】

本会議（10:30～12:00）

点鐘

開会の言葉

国歌「君が代」斉唱

ロータリーソング「奉仕の理想」

歓迎の挨拶

特別出席者紹介

出席者紹介（分区・クラブ・会員数）

ガバナー挨拶

次期地区研修リーダー挨拶

ガバナーエレクト講話（代読）

2011～2012年度地区大会ご案内

次期地区協議会ホストクラブ発表

次期ホストクラブ挨拶

諸事のお知らせ

移動・食事（12:00～12:50）

田　嶋　好　博

山　口　禎　二

財　津　泰　宜

財　津　泰　宜

久　野　完　治

長谷川　正　己

林　　　秀　人

田　嶋　好　博

片　山　主　水

田　嶋　好　博

髙　村　博　三

田　嶋　好　博

名古屋千種ＲＣ

坂　本　竹　敏

ガバナー

実行委員長

ソングリーダー

ソングリーダー

ホストクラブ会長

次期地区幹事

ホストクラブ幹事

ガバナー

パストガバナー

ガバナー

大会実行委員長

ガバナー

次期ホストクラブ

司会

（各分科会　会場）

ガバナー

ガバナー

【午後の部】

分科会（12:50～14:30）

本会議（14:45～15:00）

移動・休憩（14:30～14:45）

第１～９分科会

司会

2011～2012年度のための

地区協議会プログラム
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開 催 日 時
開 催 場 所
ホ ストクラ

ガバナー講評

点鐘

2011～2012年度のための会員増強セミナー（15:00～16:30）

田　嶋　好　博

田　嶋　好　博

坂　本　竹　敏



開会の言葉
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地区協議会実行委員長
知多ロータリークラブ

山 口　禎 二

皆さん、おはようございます。只今より、国際ロータリー第2760

地区2011～2012年度地区協議会を開催させて頂きます。本日の地

区協議会には1,536名の登録を頂きました。心より厚く御礼を申し

上げます。本日の地区協議会は次年度のための方針になるとも言

える重要な会議でございます。十分に協議を頂きまして皆様方の

新しい年度のロータリーの奉仕活動に向けて意義のあるものにな

ることをご祈念申し上げまして開会の挨拶とさせて頂きます。あ

りがとうございました。

2011～2012年度のための地区協議会報告書



歓迎の挨拶
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ホストクラブ
知多ロータリークラブ
会長

久 野　完 治

皆さん、おはようございます。本日ホストクラブを務めさせて頂

きます、知多ロータリークラブ会長の久野でございます。宜しく

お願い致します。本日は早朝よりお越し頂きまして、誠にありが

とうございました。思えば昨年4月18日にホテル日航豊橋で次期の

ホストクラブのご挨拶をさせて頂きました。早いもので、もうあ

れから1年が経ってしまいました。山口禎二委員長の下で地区協議

会実行委員会を立ち上げ、知多クラブ全員一致団結して本日の準

備にあたってまいりました。知多ロータリークラブ一同心を込め

て設営させて頂きました。皆様に少しでもご満足頂けるように頑

張ってきたつもりであります。分科会においては、手狭な会場も

ありまして、不行き届きな点もございます。いつものお約束でご

ざいますロータリーの友情に免じまして、その際にはご容赦を頂

きたいと思います。また、スムーズな運営をさせて頂きますよう

皆様方のご協力をお願い致します。最後にこの地区協議会が実り

多い会議となることを祈念いたしまして、私の歓迎の挨拶とさせ

て頂きます。

2011～2012年度のための地区協議会報告書



ガバナー挨拶
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国際ロータリー第2 7 6 0地区
ガバナー

田 嶋　好 博

皆さん、おはようございます。残念な

がら今日の主役がおりませんので、私

が代読ということになりますが、まず

ガバナーとしてのご挨拶を申し上げま

す。後ほど松前ガバナーエレクトに代

わりまして代読をさせて頂きますが、

ガバナーの直の声はこれから地区の委

員会や公式訪問でお聞き頂けますか

ら、今日は代読でご勘弁を頂きたいと

思います。おそらく一番残念がってい

るのは松前エレクトだと思いますが、

実はその次に残念がっておりますのは

私でございまして、今日のスケジュー

ル表を見て頂きますとガバナー引継ぎ

というのがございます。普通ですとも

う今日で終わりなのですが、残念な気

がしております。それはさておきまし

て、今回の東日本大震災で被災されま

した皆様方、それからお亡くなりに

なった皆様方に哀悼の意と心からお見

舞い申し上げます。先週の月曜日に東

京でガバナー会が開かれまして、その

時に被災された地区のガバナーの皆さ

んも出席されておりましたが、2520地

区（岩手・宮城）は83クラブ中24クラ

ブが音信不通、それから2530地区（福

島県）は67クラブ中37クラブと連絡が

取れないということでありまして、こ

の2つの地区はロータリーはほとんど

壊滅状態ということでございました。

大変な状態でありまして、会員も相当

数の行方不明の方がおられると伺って

おります。ただお二人のガバナーは誠

に気丈でございまして、弱音を吐いて

おられなかったのは東北地方の方の我

慢強さというか、つくづく感心したわ

けであります。そこで、当地区の支援

活動について少しご報告をさせて頂き

たいと思います。まず先月お願い致し

ましたガバナー会を通じての義援金の

2011～2012年度のための地区協議会報告書
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支援でございますが、約2,400万弱集まり

まして、3月末日にガバナー会へ送金させ

て頂きました。全国からガバナー会に集

められた義援金は約5億円ございます。そ

のうち1億円について被災された5つの地

区への配分が終わっております。残り

は、今回被災された両親を亡くされた

り、片親を亡くされた子供さんたちの教

育環境を整える資金として活用できない

かと、基金を作るという方向で現在ガバ

ナー会において検討しております。これ

は何故かといいますと、青少年奉仕とい

うのはロータリーに向いた活動であると

同時に、過去の神戸淡路大震災、中越大

震災の際にも同じような基金が立ち上

がっており、被災された青少年の育成あ

るいは学資ということで随分成果を上げ

ております。その次に当地区と致しまし

てはヘリコプターの支援を致しました。

ご承知のようになかなか物資が届かない

ということがありまして、ヘリコプター

活動の支援をしたわけですが、民間の市

民キャビネットの災害支援部会というの

が神戸の大震災をきっかけにして立ち上

がり、ヘリコプターの飛行許可を唯一

持っている団体でございます。そちらが4

月末まで輸送支援を予定しています。総

予算1,500万円ということで、ヘリコプ

ター輸送をしている方々の持ち出しでさ

れておられるそうで、1,000万円の支援を

することと致しました。去る3月27日に開

催された地区諮問委員会のご許可を得ま

して、すでに1,000万は支給してありま

す。従いまして、4月末までのヘリコプ

ターの支援活動は続けられる見通しであ

ります。先日、地区幹事が現地へ入りま

して、その支援活動を見てまいりました

が、現在は道路等かなり開通しておりま

すので、その部会が持っているトラック

等で物資の輸送は行っており、ヘリコプ

ターは離島や医者や看護士の輸送に活用

されているということであります。この

1,000万円の資金のうち約980万円は、実

は昨年開催されました、あまロータリー

クラブホストによる地区大会で質素な運

営を行って頂いたおかげで捻出された余

剰金でございまして、地区へ繰り戻して

頂き、そのお金と一部地区資金を補充致

しまして1,000万円を支出したわけであり

ます。改めましてあまロータリークラブ

の皆様方へお礼を申し上げたいと思いま

す。このヘリコプター支援につきまして

は、名古屋瑞穂ロータリークラブの髙須

会員と江南ロータリークラブの杦本会員

にはいろいろとお骨折り頂きましたこと

を皆様方にご紹介申し上げるとともに御

礼を申し上げたいと思います。もうひと

つ地区としてガバナー会を通じず、この

地区から直接被災された3地区（2520、

2530、2830地区）に対して義援金を送り

たいということで、現在4月末日をめどに

した義援金のお願いをしておりますが、

2011～2012年度のための地区協議会報告書
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地区としてはこれを最後にしたいと

思っております。この義援金につきま

しては先程紹介いたしました震災孤児

の教育環境を保全する基金に一部繰り

入れさせて頂きたいと思っておりま

す。

今回の災害で地区大会を中止された地

区もかなりあります。また縮小して実

行された地区もあり、PETS、地区協議

会もできないという地区もあり、災害

の程度によって各地区まちまちであり

ます。幸い当地区のように被災を免れ

た地区としては義援金、物資の支援は

もちろんでありますが、私たちの仕事

が本当に社会の役に立っているという

ことが実感できるのではないかという

気が致します。私は「毎日が職業奉

仕」ということを申し上げておりまし

たが、是非我々の仕事を通じて日本の

活性化に尽力するよい機会ではないか

と思います。私たちが事業を通じて日

本を元気にするということをどんどん

やっていきたいと思います。それから

この地区でも催し物を中止されたり、

あるいは縮小されたりしているクラブ

があると聞いておりますが、先週の土

日に2700地区（福岡）は地区大会を開

催され、予定通りに行われました。太

鼓も鳴り、歌も歌われ、当初の予定通

りに開催されました。福岡は非常に元

気な地区でございまして、これからの

日本は九州が支えるというような大変

心意気のある地区大会でした。私は基

本的に節度さえ守って頂ければ催し物

はやって頂いても結構ですし、それぞ

れ計画された事業はおやりになればよ

いと思います。というのはロータリー

というのは本来社会に貢献する団体で

あります。ですからそれをやるという

ことは決して非難もされないし、やる

時は堂々とおやりいただければ結構だ

と思います。人を思いやる気持ちがあ

れば社会から非難されることはないと

確信しておりますから、来年度どうか

自粛することなく、しっかり計画され

た事業をやって頂ければ結構だと思い

ます。

2011～2012年度のための地区協議会報告書
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パストガバナー
名古屋東南ロータリークラブ

片 山　主 水

皆様、こんにちは。ご紹介頂きました

研修リーダーという名前であります

が、片山でございます。一言ご挨拶申

し上げます。今般の問題になっており

ます東日本大震災で亡くなられた

方々、あるいは被害を受けられた方々

には哀悼の意を表し、お見舞いを申し

上げます。自然はこのような猛威をふ

るうかと思いますと、今日の天気のよ

うに本当に優しい温和な恵み、そうい

う微笑みを我々に与えてくれるわけで

して、朝の予報では芝生日和でありま

す。一年で一番季節のよい、気韻生動

を感じられる時であります。こんな一

年で一番よい時期に無粋な地区協議会

を開催させて頂くことをお詫び申し上

げなければなりませんが、この地区と

しては何十年も行ってきた行事であり

ますからご容赦頂き、お付き合いの程

をお願い申し上げます。また、本日は

多くのパストガバナーの皆様にもご出

席頂いておりますことに感謝申し上げ

ます。そして本日のホストクラブの知

多ロータリークラブさんにおいては、

クラブ一丸となって準備をして頂きま

した。今日一日この中で研修をさせて

頂きますことに感謝申し上げます。さ

てこの地区協議会は言うまでもありま

せんが、すでに松前船団は燃料も積

み、そして海図も準備しまして、そし

て操舵法も十分に練習し、万端相調っ

ておりますが、今日一日この研修を終

えて、各クラブからこの船団に乗り込

んで頂くのを待っているわけです。研

修リーダーとして是非ともお願いした

いことは、一つは、知らず知らずのう

ちに思考停止していないか。去年通り

でよいという状態になっていないかど

うか。そしてまた思考はしたけれども

マンネリに陥っていないかということ

2011～2012年度のための地区協議会報告書
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です。こんなことを頭において頂い

て、二つのことをして頂きたいので

す。まず一つ目に各クラブの現状を認

識して頂くことです。認識するには、

時間軸を縦にさかのぼって頂き、去年

どうであったか、一昨年どうであった

か、そして5年前どうであったか、さら

に可能であれば10年前どうであっただ

ろうかというところまでさかのぼって

頂き、クラブの現状を認識して頂きた

いということです。また目線を左右に

ずらして、横軸にみて頂き、他のクラ

ブ、一番近しいところで親クラブある

いは子クラブ、そういうところのクラ

ブをちょっと覗かせて頂くこと、そし

てまた自分のクラブと同等程度のクラ

ブの現状を参考までに資料をもらって

見させて頂くことも大切です。そして

名古屋のクラブであれば三河、尾張は

どうであろう、三河、尾張のクラブで

あればそれぞれの地域のクラブの現状

はどうであろうかということ、こんな

ようなことを特に会長幹事さんには

やって頂きたいと思います。そして自

分のクラブの位置づけ、現状というも

のが把握できるのではないかと思いま

す。そして二つ目にはロータリーの原

理原則というものに少し思いを馳せて

頂き、もう一度手続要覧なり地区便覧

なり、いろいろな本を出して理解して

頂きたいのです。ロータリーの心、

ロータリーの精神、ロータリーの綱

領、あるいは23-34の決議とはどんなも

のか、あるいはまた中核となる価値観

というものが新しく出まして、最近盛

んに飛び交っておりますのでこういっ

たことを理解して頂きたいと思いま

す。各クラブの現状とロータリーの原

理原則を理解することをまず準備とし

てお願いをしたいと思います。その上

で新しい発想の下にその年度の会長幹

事さんの方針を決定して頂きたいと望

んでおります。話が変わりますが、今

話がありましたように松前年度は田嶋

年度とあわせて東日本大震災に向かい

合った年度として、長く記憶される年

度になると思います。この大地震や大

津波だけでなく原子力発電の放射能漏

れという新しい問題があり、生きるも

の全ての遺伝子を通じて何世代にわ

たって影響することでありますし、ま

た海水や大気を伝播して世界に広が

る、やはりこれも縦軸横軸に大きな影

響を及ぼす、人為的なにおいのする災

害であります。いってみればこの度の

震災は複合震災と言ってもよいのでは

ないかと思います。ロータリーもこの

問題の支援に対して例年にない活動を

要請されていると私は考えておりま

す。この複合大震災はロータリーがこ

れまで取り組んでまいりましたポリオ

への援助以上に長く大きく支援する必

2011～2012年度のための地区協議会報告書
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要があると考えられるわけでありま

す。そんな点を本日の分科会、そして

皆様がクラブへ帰られた後にその支援

の方法等についてご検討頂きたいと思

います。田嶋ガバナーがお話になられ

たようにこれは1年、2年で終わるよう

なことではないと思いますので、宜し

くお願いを申しあげます。この我々に

任された1年というのは長いようで実は

本当に短いのです。おそらく会長幹事

をされるのはこの機会しかないわけ

で、「This year, my year」この1年は

私の1年という気持ちで元気を出して

やって頂きたいと思います。先程分区

毎のクラブの紹介がありましたが、松

前エレクトがご欠席ということもあ

り、大震災の影響かと思われるくら

い、少し元気のない返事でしたので、

もっと勢いよく元気を出して頂く、そ

んな1年にして頂きたいと思います。特

に会長幹事さんにおいては「Th i s 

year, my year」のほかに「One club, 

one color」自分のクラブは自分の色合

いをもってやるのだという元気を持っ

てやって頂きたいと思います。各クラ

ブの委員長さんにおいては、「One 

committee, one color」でやって頂き

たいと思います。そして皆さんの考え

を集めてまとめて頂きたいと思いま

す。時間が来ましたので最後に一つだ

け申し上げます。私がガバナーエレク

トの時に地区の研修リーダーは大島パ

ストガバナーでした。その際に一句贈

呈して頂きました。「春風や　闘志い

だきて　丘に立つ」まるで地区協議会

に合わせて作ったような高浜虚子の素

晴らしい句でありますが、こんな句を

頂戴しました。その時に集まった皆さ

ん方の気持ちをよく表した俳句だと思

い、地区協議会を迎える度、この句を

思い出します。今日は皆様にこの一句

を贈呈致します。是非頭に残して頂き

たいと思います。いずれにしましても

心にのこる1年、悔いの残らない1年に

して頂くことを念願してちょうど時間

となりました。ありがとうございまし

た。

2011～2012年度のための地区協議会報告書
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国際ロータリー第 2 7 6 0地区
ガバナーエレクト

松 前　憲 典

本日は、2011～2012年度のための地区

協議会へ多数の地区役員の皆様および

各クラブ次年度役員の皆様のご出席を

頂き、こころから御礼を申し上げま

す。

誠に恐縮ながら、不肖松前は現在病院

で療養中のため、本日は欠席させて頂

き、私に代わって田嶋ガバナーにご挨

拶とご報告をお願いしました次第で

す。

さて、連日テレビなどで報道されてお

りますが、3月11日に発生しました東日

本大震災により、津波など列島各地で

未曾有の災害が起こりました。その

上、福島第1原発の爆発事故が発生し、

国難ともいうべき、国家的危機に直面

致しました。

去る3月13日に開催致しました次年度会

長エレクト研修セミナー（PETS）にお

いて、この度の地震で亡くなられた方

へ黙祷を捧げました。また当日の出席

者各位へ義援金のお願いを致しました

ところ672,000円が集まり、別途本年度

ガバナー事務所より各クラブへお願い

し、ご協力頂いた義援金と合算し、総

額23,720,340円を田嶋ガバナーよりガ

バナー会へ送金頂きました。被災され

ました方に心からお見舞い申し上げる

とともに、今後2760地区として出来る

だけの救助、心の支援を考えさせて頂

きたいと思っております。

また、私の同期のガバナーエレクトの

間で、この度の震災への支援について

現在検討しております。詳細は現時点

で未定ではありますが、復興に向けて

積極的な支援に協力したいと考えてお

ります。

さて、3月以降、次年度のための各会合

※左記の写真は平成23年6月11日
　ロータリー地区会長幹事会の際
　に撮影されたものです。

田嶋好博ガバナーによる代読

2011～2012年度のための地区協議会報告書
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を順次開催させて頂き、本日の地区協

議会開催に至りました。地区協議会の

目的は、次期クラブ指導者の就任に備

えるための研修であり、次年度地区内

82クラブの役員となられる皆様に本日

お集まり頂いております。クラブの代

表として次年度RIテーマ、地区方針、

そして各地区委員会方針についての研

鑽を図り、クラブの活性化のために役

立てて頂きたいと思います。

それではここで次年度RIテーマ及び地

区方針についてご説明させて頂きま

す。既に他の会議でご説明申し上げて

おり、重複する部分も多いかと存じま

すが、ご容赦下さい。

次年度のRIテーマは「こころの中を見

つめよう　博愛を広げるために」で

す。

まずは自分を見つめなおすことにより

人類が皆、同じ夢、希望、願望、問題

を分かち合っていることを理解してほ

しいということです。カルヤン・バネ

ルジーRI会長エレクトは国際協議会の

スピーチの中で、「家族」「継続」

「変化」の3つの強調事項を主張されま

した。

万事は家族から始まり、そこから人々

の生活や地域社会を通じて世界をより

良くすることができるのであると唱え

られました。

継続、それは私たちが一番得意とする

ことを継続していくことであり、ロー

タリーにおいては、きれいで安全な水

の提供、識字力の向上、新世代の育

成、ポリオ撲滅などが挙げられます。

これら全てを行うために、長期計画及

びロータリー財団未来の夢計画の実践

が核となります。

第3の強調事項の「変化」について、バ

ネルジーRI会長エレクトは、ロータリ

アンはロータリーの奉仕を通じて理想

を形にする現実的な理想主義者であ

り、皆ロータリーを通じて世界を変え

たいと望んでいますが、その変化の担

い手となるために、まず自分の中に変

化を起こすことの必要性を認識しなけ

ればならないと説かれました。自己を

省みることの重要性がここにもあるわ

けです。

また、目標分野として2つの点を挙げら

れました。それは若い会員を増やすこ

とと世界にロータリーの物語を伝える

ことです。前者はロータリーの活動を

担う若い会員に扉を開き、受入れるこ

と、後者はロータリーにおける広報活

動の重要性と考えます。

このRIテーマを受けて、私は地区の

テーマを『会員増強とクラブの活性

化』、重点項目として「社会貢献をす

る」「ゆったりとおおらかに生きる」

2011～2012年度のための地区協議会報告書
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と致しました。

若年層の増強を含め、5,000名を目指

して会員増強に取り組んでまいりたい

と考えております。ロータリーの奉仕

活動を通じて社会へ貢献し、地域ひい

ては世界へロータリーの素晴らしさを

伝えるべく1年間努めてまいる所存で

す。「ゆったりとおおらかに生き

る」、これは老子の思想を引用致しま

した。無理をせずにおおらかに人生を

過ごすこと、これは私の人生の中で

モットーとするところです。

以上、RIテーマおよび次年度ガバナー

方針について述べさせて頂きました。

これに基づき、本日の午後に開催致し

ます各分科会のテーマを定めました。

そのテーマに沿って、各分科会リー

ダーを中心に本日に向けての委員会内

での綿密な事前打合せなど、それぞれ

準備を進めて頂きました。分科会運営

にご協力頂いた各リーダー、アドバイ

ザー、アシスタントリーダーの皆様に

深く感謝申し上げます。

また、本日のホストクラブである知多

ロータリークラブ会員の皆様には企

画、運営において大変なご尽力を賜り

ました。心よりお礼申し上げます。

最後になりますが、本日の会議に欠席

させて頂きますことを重ねてお詫び申

し上げ、私の挨拶とさせて頂きます。

ご清聴ありがとうございました。

2011～2012年度のための地区協議会報告書
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地区協議会分科会　プログラム －第１分科会－

〈会長・副会長・幹事・会員増強〉 会場名：【2Ｆ】天守の間（南）

テーマ：会員増強（ロータリーの組織強化と財団の活動の活発化）

１　開会の辞および特別出席者紹介

２　クラブ運営とクラブの目指すもの

３　ポール・ハリスのロータリー

４　アドバイザー挨拶

５　ガバナーノミニー挨拶

６　次期ガバナー補佐挨拶

７　地区幹事挨拶

８　誇りある増強

９　会員増強・退会防止に
　　クラブがいかに取り組むか

10　拡大について

11　質疑応答・意見交換

12　次期地区幹事挨拶

13　講　　評

14　閉会の辞

リーダー

アドバイザー

アドバイザー

アドバイザー

司　会

ガバナー

パストガバナー

パストガバナー/次期拡大委員長

ガバナーノミニー

次期地区副幹事

次期地区副幹事

リーダー
ガバナー

アドバイザー
パストガバナー

アドバイザー
パストガバナー/次期拡大委員長

アドバイザー
ガバナーノミニー

アシスタントリーダー
次期ガバナー補佐

アシスタントリーダー
地区幹事

アシスタントリーダー
次期会員増強リーダー

アシスタントリーダー
次期会員増強委員長

アシスタントリーダー
2010～2011年度拡大委員長

アシスタントリーダー
次期地区幹事

リーダー
ガバナー

次期地区副幹事

田　嶋　好　博

盛　田　和　昭

豊　島　德　三

千　田　　　毅

石　原　稔　久

石　原　稔　久

田　嶋　好　博

盛　田　和　昭

豊　島　德　三

千　田　　　毅

大　口　弘　和

水　野　　　紹

伊　藤　秀　雄

小　山　愼　介

杉　浦　壽　康

長谷川　正　己

田　嶋　好　博

石　原　稔　久
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地区協議会分科会　プログラム －第２分科会－

〈クラブ奉仕・広報・雑誌・IT・会計〉 会場名：【2Ｆ】青雲の間（西）

テーマ：ロータリーを理解し、クラブを活性化しよう
　　　 （魅力あるロータリークラブをつくる）

１　開会の辞および特別出席者紹介

２　アドバイザー挨拶

３　識IT率向上の推進について

４　次期ガバナー補佐挨拶

５　ロータリーとクラブ奉仕について

６　ロータリー未来委員会について

７　ＩＴについて

８　広報活動について

９　地区会計について

10　質疑応答・意見交換

11　講　　評

12　閉会の辞

リーダー

アドバイザー

アドバイザー

司　会

次期クラブ奉仕委員長

パストガバナー

パストガバナー

次期地区副幹事

次期地区副幹事

アドバイザー
パストガバナー

アドバイザー
パストガバナー

アシスタントリーダー
次期ガバナー補佐

リーダー
次期クラブ奉仕委員長

アシスタントリーダー
次期ロータリー未来委員長

アシスタントリーダー
次期ＩＴ委員長

アシスタントリーダー
次期広報委員長

アシスタントリーダー
次期地区会計長

アドバイザー
パストガバナー

アドバイザー
パストガバナー

次期地区副幹事

重　冨　　　亮

大　島　宏　彦

大　澤　輝　秀

森　　　俊一郎

森　　　俊一郎

大　島　宏　彦

大　澤　輝　秀

河　村　金　明

重　冨　　　亮

宮　崎　　　薫

杉　浦　令　淑

硲　　　伸　夫

大　森　　　進

大　島　宏　彦

大　澤　輝　秀

森　　　俊一郎
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地区協議会分科会　プログラム －第３分科会－

〈職業奉仕〉 会場名：【1Ｆ】シャンボール

テーマ：自己の職業を通じて、他者に奉仕しながら高い高潔性を目指す

１　開会の辞および特別出席者紹介

２　次期委員長挨拶

３　次期地区副幹事挨拶

４　アドバイザー挨拶

５　①ＤＶＤ鑑賞
　　　真の「職業奉仕」がロータリーを救うか

　　②奉仕理念と四つのテスト

　　③次年度職業奉仕委員会活動について
　　　（８月の委員長会議の案内）

　　④質疑応答

６　次期ガバナー補佐挨拶と講評

リーダー

アシスタントリーダー

アシスタントリーダー

アシスタントリーダー・司　会

次期職業奉仕委員長

次期ガバナー補佐

次期地区副幹事

次期職業奉仕副委員長

アシスタントリーダー
次期職業奉仕副委員長

リーダー
次期職業奉仕委員長

アシスタントリーダー
次期地区副幹事

アドバイザー
パストガバナー/次期地区研修リーダー

リーダー
次期職業奉仕委員長

アシスタントリーダー
次期職業奉仕副委員長

アシスタントリーダー
次期ガバナー補佐

國　友　昌　大

細　井　英　治

西　岡　則　男

匹　田　雅　久

匹　田　雅　久

國　友　昌　大

西　岡　則　男

片　山　主　水

國　友　昌　大

匹　田　雅　久

細　井　英　治
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地区協議会分科会　プログラム －第４分科会－

〈社会奉仕・ＲＣＣ・環境保全〉 会場名：【2Ｆ】銀の間

テーマ：ロータリーの基本理念は奉仕の理想、奉仕はサーヴィス、
　　　 サーヴィスとは社会に貢献することである

１　開会の辞および特別出席者紹介

２　リーダー挨拶

３　アドバイザー挨拶

４　次期ガバナー補佐挨拶

５　地区社会奉仕委員会方針

６　地区ＲＣＣ委員会方針

７　地区環境保全委員会方針

８　質疑応答・意見交換

９　講　　評

10　閉会の辞

リーダー

アドバイザー

アドバイザー

司　会

次期社会奉仕委員長

パストガバナー

パストガバナー

次期地区副幹事

次期地区副幹事

リーダー
次期社会奉仕委員長

アドバイザー
パストガバナー

アシスタントリーダー
次期ガバナー補佐

リーダー
次期社会奉仕委員長

アシスタントリーダー
次期ＲＣＣ委員長

アシスタントリーダー
次期環境保全委員長

アドバイザー
パストガバナー

次期地区副幹事

長　瀬　輝代之

福　田　浩　三

神　戸　政　治

倉　地　伸　幸

倉　地　伸　幸

長　瀬　輝代之

福　田　浩　三

三　浦　和　人

長　瀬　輝代之

松　崎　美都子

鈴　木　元　弘

神　戸　政　治

倉　地　伸　幸
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地区協議会分科会　プログラム －第５分科会－

〈国際奉仕・世界社会奉仕（ＷＣＳ）・識字率向上〉 会場名：【2Ｆ】天守の間（中）

テーマ：世界の夢の実現、国際理解、親善、平和の推進

１　開会の辞および特別出席者紹介

２　リーダー挨拶

３　次期ガバナー補佐挨拶

４　国際奉仕について

５　世界社会奉仕状況について

６　識字率向上活動について

７　ロータリー財団 未来の夢計画について

８　質疑応答・意見交換

９　講　　評

10　閉会の辞

リーダー

アドバイザー

司　会

次期国際奉仕委員長

パストガバナー

次期地区副幹事

次期地区副幹事

リーダー
次期国際奉仕委員長

アシスタントリーダー
次期ガバナー補佐

リーダー
次期国際奉仕委員長

アシスタントリーダー
次期世界社会奉仕副委員長

アシスタントリーダー
次期識字率向上委員長

次期地区ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ補助金委員長

アドバイザー
パストガバナー

次期地区副幹事

佐　藤　文　昭

内　藤　明　人

鹿　島　兼　一

鹿　島　兼　一

佐　藤　文　昭

横　山　眞　久

佐　藤　文　昭

杉　浦　敏　夫

鈴　木　吉　男

篭　橋　美　久

内　藤　明　人
　

鹿　島　兼　一
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地区協議会分科会　プログラム －第６分科会－

〈新世代奉仕・インターアクト・ローターアクト・ＲＹＬＡ・青少年交換〉 会場名：【2Ｆ】青雲の間（東）

テーマ：新世代奉仕活動・理念の実践とその課題解決に向けて
　　　 （将来のリーダー育成の為に）

１　開会の辞

２　特別出席者紹介

３　リーダー挨拶
　 （新世代奉仕委員会活動方針）

４　アドバイザー挨拶

５　次期ガバナー補佐挨拶

６　インターアクト委員会活動方針

７　ローターアクト委員会活動方針

８　ＲＹＬＡ委員会活動方針

９　青少年交換委員会活動方針

10　危機管理について

11　質疑応答

12　意見交換
　 （各委員会別にグループディスカッション）

13　講　　評

14　閉会の辞

リーダー

アドバイザー

司　会

次期新世代奉仕委員長

パストガバナー

次期地区副幹事

アシスタントリーダー
次期新世代奉仕副委員長

次期地区副幹事

リーダー
次期新世代奉仕委員長

アドバイザー
パストガバナー

アシスタントリーダー
次期ガバナー補佐

アシスタントリーダー
次期インターアクト委員長

アシスタントリーダー
次期ロータ－アクト副委員長

アシスタントリーダー
次期ＲＹＬＡ委員長

アシスタントリーダー
次期青少年交換委員長

アシスタントリーダー
ＲＩ日本青少年交換委員会理事

進行役　各委員会副委員長・委員

アドバイザー
パストガバナー

次期地区副幹事

秋　田　敬　治

松　本　　　宏

松　岡　正　浩

谷　山　芳　和

松　岡　正　浩

秋　田　敬　治

松　本　　　宏

山　口　誠　一

大河内　圭　一

寺　本　善　雄

谷　山　芳　和

岡　田　雅　隆

神　田　　　憲

松　本　　　宏

松　岡　正　浩
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地区協議会分科会　プログラム －第７分科会－

〈ロータリー財団〉 会場名：【2Ｆ】金の間

テーマ：ロータリー財団未来の夢計画、
　　　 パイロット地区としてのプログラムの展開

１　開会の辞および特別出席者紹介

２　リーダー挨拶

３　アドバイザー挨拶

４　資金の調達について

５　年次寄付について

６　恒久基金・大口寄付について

７　地区活動資金について

８　グローバル補助金について

９　新地区補助金について

10　職業研修チームについて

11　奨学基金・学友会について

12　ポリオプラスについて

13　ロータリー平和フェローシップについて

14　監査について

15　講　　評

16　閉会の辞

リーダー

アドバイザー

司　会

次期ロータリー財団委員長

パストガバナー

次期地区副幹事

次期ロータリー財団副委員長

リーダー
次期ロータリー財団委員長

アドバイザー
パストガバナー

アシスタントリーダー
次期資金推進委員長

アシスタントリーダー
次期年次寄付委員長

アシスタントリーダー
次期恒久基金・大口寄付委員長

アシスタントリーダー
次期補助金委員長

アシスタントリーダー
次期グローバル補助金委員長

アシスタントリーダー
次期新地区補助金委員長

アシスタントリーダー
次期職業研修チーム委員長

アシスタントリーダー
次期奨学基金・学友委員長

アシスタントリーダー
次期ポリオプラス委員長

アシスタントリーダー
次期ﾛｰﾀﾘｰ平和ﾌｪﾛｰｼｯﾌﾟ委員長

アシスタントリーダー
次期ロータリー財団監査委員長

アシスタントリーダー
次期ガバナー補佐

次期地区副幹事

深　谷　友　尋

福　田　清　成

白　木　公　明

矢　形　修　己

深　谷　友　尋

福　田　清　成

朱　宮　新　治

中　林　正　人

伊　奈　一　郎

松　尾　憲二郎

篭　橋　美　久

石　田　正　城

鈴　木　文　勝

満　田　　　稔

増　田　盛　英

石　川　昌　和

川　島　　　誠

岩　瀬　淳一郎

白　木　公　明
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地区協議会分科会　プログラム －第８分科会－

〈米山奨学〉 会場名：【3Ｆ】松竹の間

テーマ：奨学事業は人づくり、米山学友は世界を、日本を支える力

１　開会の辞
　　特別出席者、地区米山奨学委員紹介

２　リーダー挨拶
　　米山奨学事業について
　　地区の役割とクラブ委員長の役割

３　アドバイザー挨拶

４　アドバイザー挨拶

５　次期ガバナー補佐挨拶

６　奨学生選考について

７　奨学金寄付について

８　奨学生・学友について

９　質疑応答・意見交換

10　元米山奨学生の卓話

11　講　　評

12　閉会の辞

リーダー

アドバイザー

アドバイザー

司　会

次期地区米山奨学委員長

パストガバナー（財)ロータリー米山記念奨学会理事

パストガバナー

次期地区副幹事

次期地区副幹事

リーダー
次期地区米山奨学委員長

アドバイザー
パストガバナー
（財）ロータリー米山記念奨学会理事

アドバイザー
パストガバナー
次期（財）ロータリー米山記念奨学会理事

アシスタントリーダー
次期ガバナー補佐

アシスタントリーダー
次期地区米山奨学副委員長

アシスタントリーダー
次期地区米山奨学副委員長

アシスタントリーダー
次期地区米山奨学副委員長

特別顧問（現委員長）

学友会会長

アドバイザー
パストガバナー

次期地区副幹事

中　島　　　実

加　納　　　泉

福　田　清　成

小　島　三　男

小　島　三　男

中　島　　　実

加　納　　　泉

福　田　清　成

林　　　冏　成

伊　藤　敦　夫

杉　浦　正　典

坂　井　則　夫

竹　内　一　郎

林　　　　　　

福　田　清　成

小　島　三　男
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地区協議会分科会　プログラム －第９分科会－

〈会長エレクト・副幹事・ＳＡＡ・ロータリー情報・ロータリー研修〉 会場名：【2Ｆ】天守の間（北）

テーマ：入りては学び、出でては奉仕

司　会

開　会

　１　開会の案内  
　　　開会の辞および特別出席者紹介

　２　趣旨説明

　３　ワークショップ
　　　討論形式で進行 

　４　リーダー基調講演および講評

閉　会

　５　閉会の辞

リーダー

アシスタントリーダー

アシスタントリーダー

アシスタントリーダー

アシスタントリーダー

アシスタントリーダー

次期地区研修委員

パストガバナー

次期地区研修リーダー

次期地区研修委員長

2012～2013年度地区幹事

次期地区研修副委員長

次期地区研修副委員長

次期地区研修副委員長

次期地区事務局長

次期地区事務局長

次期地区研修委員長

進行役

パストガバナー
次期地区研修リーダー

次期地区研修委員長

片　山　主　水

関　口　宗　男

栁　澤　幸　輝

五　藤　隆　夫

津　川　聖　子

鈴　木　孝　則

天野　正明　　伊藤　英毅　　加藤　真治　　木村　高章

小島　啓冶　　成田　洋之　　西村　忠郎　　小川　宏嗣

榊原　  肇　　下郷　卓弥　　鈴村　幸雄　　山名　敬一

井上　　穂　　北村　隆子　　山内　　登　　　　　　　

加　藤　辰　己

加　藤　辰　己

関　口　宗　男

次期地区研修委員

片　山　主　水

関　口　宗　男
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国際ロータリー第 2 7 6 0地区
ガバナー

田 嶋　好 博

それぞれの分科会で参考になる議論が交わされたと思います。私

の所属しておりました第1分科会はこの後開催される会員増強セミ

ナーの講師を務められる伊藤秀雄次年度地区会員増強リーダーの

おかげで大変盛り上がりました。この後のセミナーでお話になる

内容のさわりの部分を第1分科会で聞かせて頂き、続きはセミナー

で拝聴できるとのことですが、実に参考になるおもしろいお話で

すので、お時間のある方は是非引き続きご参加頂ければと思いま

す。長時間にわたりまして真剣なご議論頂きまして誠にありがと

うございました。皆様方の年度のご活躍とご成功をお祈りして閉

会の言葉とさせて頂きます。今日はどうもご苦労様でございまし

た。
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2011～2012年度地区大会
実行委員長
名古屋瑞穂ロータリークラブ

髙 村　博 三

ご紹介頂きました名古屋瑞穂ロータリークラブの髙村でございま

す。

ご承知のとおり2011～2012年度地区大会は11月19日、20日の2日間

でこのウェスティンナゴヤキャッスルにおいて開催致します。先

程田嶋ガバナーから松前エレクトに代わって次年度の目標が示さ

れました。「会員増強とクラブの活性化」このテーマを踏まえ、

地域社会への貢献を深めていこうということでございます。基本

的にはクラブ内や他クラブとの交流の中でより育まれていくこと

を願うという趣旨で設営しております。その中身に付きまして

は、ご参加される皆さんで作って頂きたいと思っております。自

分自身がどういう立場にあるか、そして人との触れ合いがどうい

うことで結果がこうなるかということは日々の生活の中で皆様は

十分ご承知のことと思います。皆様方にお集まり頂き、その場を

交流の場として捉えて頂ければと考えております。大勢の方のご

登録をお待ちしております。ありがとうございました。

2011～2012年度のための地区協議会報告書



2012～2013年度のための地区協議会のご案内
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名古屋千種ロータリークラブ
会長エレクト

池 森　由 幸

皆さん、こんにちは。ただいま田嶋ガバナーよりご紹介頂きまし

た名古屋千種ロータリークラブ、会長エレクトの池森由幸と申し

ます。宜しくお願い致します。先日開催されました地区協議会指

導者会議で、本日のホストを務めておられます知多ロータリーク

ラブ会長の久野様はじめ知多ロータリークラブの皆様方から温か

いご指導を今後とも頂けるというお言葉を頂いて安心しておりま

す。2012～2013年度地区協議会は本日ここに参加しております名

古屋千種ロータリークラブ本年度会長の三好親に実行委員長をお

願いしております。本日の書類の44ページに記載がございます

が、2012年4月15日（日）にこの会場で開催致します。次々年度の

千田年度に向けての大切な会議でございますので、どうぞ皆様ま

たご参集下さい。どうぞ宜しくお願い致します。
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国際ロータリー第 2 7 6 0地区
地区幹事

水 野　　 紹

　今度の東日本大震災に関しまして

ロータリアンの皆様よりは多額の義援

金をありがとうございました。ガバ

ナー事務所では皆様からお預かりした

義援金をガバナー会を通じ被災された

地区へ送金をさせて頂きました。今回

はこの義援金以外に当地区が行いまし

たヘリコプター等を使った救援活動に

ついて報告をさせて頂きます。

　もともと、この支援話の発端は、地

区ローターアクト委員長の名古屋瑞穂

ＲＣの髙須洋志委員長から同委員会委

員の江南ＲＣの杦本哲一さんが個人で

ヘリコプターを持っておられ、ヘリを

所有する方の全国的な同好会でヘリコ

プター協議会に参加している。今回の

地震に対して何かボランティアができ

ないだろうか？支援、援助したいと考

えておられました。この協議会自体は

１０年前の阪神淡路大震災の時にも活

躍されていまして、物資を東京の方か

ら神戸の方へ運んで見えました。それ

で、今回もそうした支援をしようと計

画をされておりました。しかしこれに

は資金が必要であり、ロータリーで何

かできないかということで、地区のほ

うに支援のお願いがありました。地区

ではこれに協力し、ヘリコプターを

使って物資や人（医師、看護士さん

等）を送ろうと賛同する事に致しまし

た。

　ヘリコプターは個人所有の小型のヘ

リコプターで、総重量で４００キロ程

度しか積めません。従って、パイロッ

トと荷物がたぶん３００キロ前後、も

しくは４人の人数が乗っていくという

ことになりました。輸送は１日に数

回、宮城・岩手を中心に、当初はおむ

つや女性用下着、粉ミルクなどの比較

的軽いものを運んで頂きました。途中

からは毛布とか水、食料等も運んで頂

きました。この輸送には、ヘリコプ

ターのチャーター代と燃料費（パイ
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40

ロットの人件費はボランティア）で、１日

３０万円程かかるということで、その資

金手当てにご協力頂けないだろうかとい

うご提案を頂きまして、１日３０万、約

１カ月で９００万ということでご協力し

ようということで、〝ヘリコプターによる

救援物資輸送・医師等の派遣〟を計画さ

せて頂きました。

　震災から約１ケ月後の４月１２日（火）

には、髙須委員長と共に実際に現地を視

察して参りました。当日はまだ東北新幹

線も全線再開はしておりませんでした。

ヘリコプターでＪＲ高崎線の北本駅近く

のヘリポートまで迎えに出るとのこと

で、当日朝、新幹線で名古屋始発６時２

０分に乗り東京で乗り換えて行く予定で

した。ところが品川駅を出て終点東京駅

へあと２００メートルぐらいというとこ

ろで震度５の地震が起き、停電で新幹線

が止まってしまいました。窓の外を見る

と、ＪＲのほかの電車はすべて動いてい

る。おかしいなと思っていましたら、実

は新幹線の電力はＪＲ東海、つまり中部

電力の管轄で、ＪＲ東日本、つまり東京

電力と送電線が違うため、中部電力の

チェックが終わるまでとにかく動けず、

結局３０分程そこで足止めとなりまし

た。そして東京駅から大宮まで東北新幹

線に乗りました。しかし、これも余震が

多発して時間通りの出発ができないとい

うので、８時２０分ぐらいに東京駅に着

いたのですが、まだ７時３０何分の電車

が動いていないという状況でした。大宮

駅からはＪＲ高崎線で四つ目の駅、北本

駅で下車。駅はのどかな駅で、駅周辺を

少し離れると周りも畑ばかりで何もない

ようなところでした。北本駅からは迎え

に来て頂いた車でヘリポートまで行きま

した。ヘリポートは河川敷の一角に小屋

が一つあるだけ。ヘリポートというのは

５メートル四方あれば簡易ヘリポートと

しての着陸許可が取れるそうです。この

北本ヘリポートからヘリコプターに乗っ

て仙台まで参りました。ヘリコプターに

は【国際ロータリー第２７６０地区愛

知】というステッカーが貼ってあり２７

６０地区としてロータリーの支援活動の

広報に努めました。

　北本は宇都宮の手前ですから仙台まで

まだかなりの距離がありますし、行き

は、向かい風になりましたので、やはり

かなり時間を要し、２時間１５分ぐらい

かかりました。

　小型ヘリで揺れのひどいのを避けるた

め、あまり揺れない海と山の間（通称

〝浜通り〟〝中通り〟といわれる〝中通

り〟のところ）を飛んで頂くようお願い

し、田んぼとか平地の上を飛んで頂いた

ので、ちょっと時間がかかったというこ

ともあります。

　仙台に着く２０分ぐらい手前のところ

で、上空から見た被害状況が望まれました。

　防風林を通り越して水が来てしまい、

実際はかなり家があったところも全部流

されて無くなっているのが望まれまし

た。残っている家の周りも土砂が埋ま

2011～2012年度のための地区協議会報告書



41

り、自動車も転がっていて手のつけよう

がないというか、まだそこまで人が入っ

ていけない、だから人影はまだ全く見え

ないというような状況でした。仙台空港

は大分綺麗になっていましたが、ただ手

前の川はまだ溢れているという状態で、

この時も民間機はまた飛べず自衛隊のヘ

リコプターしか降りられないという状況

でした。

　仙台では芋地蔵ヘリポートに着陸を致

しました。市内から約２０分程内陸に

入った場所でした。そこには現地で活動

をしている協議会の方々にお目にかかり

ました。また現地で陸送をしていたト

ラックも見せて頂きました。このトラッ

クは歌手の庄野真代さんのいわゆるコン

サートツアーが終わった後の車を中古で

安く購入したもので、ちょっと派手なデ

ザインですが、このトラックにも第２７

６０地区の表示や大きなロータリーマー

クをつけて、ロータリーの支援活動の広

報に努めました。

　

　その後仙台市内の支援物資中継所を訪

れました。支援所には、荷物は山のよう

に積んであり、足りないものはないぐら

い、水、食料から石鹸、タオルなど日用

品のほとんどのものはありました。た

だ、ここは仙台の町中、駅から５分ぐら

いの所にある支援所です。この支援所か

らなかなか先へ運んでいけないのです。

つまり、運ぶ車もない、運んでいく人も

いない。また車があってもガソリンがな

いということで、私が行った時の４月１

２日、名古屋でレギュラーガソリンが１

リットル１５０円、少し高いところで１

６５円ぐらいでしたが、現地で高いとこ

ろは１８０円近く。それでもやはり皆さ

んは必要だということで給油されてみえ

ました。

　

　何故支援所から先に物資が行かないか

という理由はいろいろあります。ボラン

ティアの方がたくさんいて活動はされて

いますが、ボランティアの方は一過性

で、今日来たけれども明日は来ないとか

いうこともあり、連日集中した行程が組

めないということがありました。現在は

かなり改善をされているようですがまだ

まだ人不足は否めないとのお話しでした。

先週、現地でお手伝いをされている方と

話を致しました。現在仙台市内に関して

ほとんど問題はなくなった。今後は石巻

とかもっと北の方、津波の被害の大き

かった海に近い街は、まだテレビで映る

ような手付かず状態であり、援助の手が

必要です。でも被災者の皆さんは元気で

頑張っているので我々ももっと頑張らね

ばとのお話しでした。徐々にですが復旧

が進んできているというのが現状である

とお聞きしています。　

支援活動の詳しい話とか後日談につきま

しては、地区ＨＰに報告をさせて頂きま

すので御参照下さい。
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地区協議会当日はガバナーエレクト欠席の為、

６月11日の地区役員会長幹事懇談会に於いて、

ガバナーズ・クラブバナー引継ぎが行われました。



2011-2012年度　国際ロータリーのテーマ

地区のテーマ

会員増強とクラブの活性化

国際ロータリー第2760地区
2011年-2012年度のための

地区協議会
ホストクラブ：知多ロータリークラブ


